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た．との時， Pco2が150前後に上昇， Pco2は， 100前後
であったため，抜管し，再挿管した. Tubeは気管内
容物で閉塞していた．再挿管後は， 100%酸素濃度



























く， leakageなし. 3月13日，術後29日目抜管し， 3
月20日，術後37日目より酸素不要となった. 3月26日，
術後43日目ミノレク経口摂取可能となった．その後，順
調に経過した．以上，掃管チュープのトラフツレにより，
やむおえず， 二期的にせざるをえなかった食道閉鎖症
の一例を経験したので，乙ζiζ報告した．
5）超音波内視鏡で診断し得た局所的食
道静脈癌の一例
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今回，我有は内視鏡iζて食道粘膜下腫蕩と診断され，
超音波内視鏡（EUM2）にて局所的静脈痛と診断され
た症例を経験したので報告する．症例は57歳，男性．
主訴， 心下部痛．家族歴，既往歴l乙特記すべき事なし．
現病歴，昭和62年11月，心時日痛出現し，近医にて上
部消化管透視，及び内視鏡検査を施行され中部食道に
周囲の粘膜と同色調の山田日型隆起性病変を指摘され，
精査生検目的iζて昭和62年11月，当院受診した．内視
鏡所見lζて上門歯裂より 29cm～30cmの範囲で5時
方向に二峰性隆起性病変を認め，直ちに超音波内視鏡
を施行した．超音波内視鏡では同部位IC奇静脈κ流入
する血管性病変を認め局所的静脈績と診断された．超
音波内視鏡ICて生検前lζ局所的静脈痛と診断され，生
検を回避し得た一例を経験したので報告する．
6）横隔膜合併切除例の合併症
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当科では食道浸潤を認める進行胃癌ではリンパ節郭
清を徹底するため食道周闘の横隔膜を広範に合併切除
している．横隔膜合併切除を施行した11{91］の合併症を
みると， 左の側腹部より吻合部近くにおいたドレーン
を通り空気が左胸腔内lζ流入し発生する気胸を3f9¥Jに
認めた．いずれも重篤な合併症にはいたらなかった．
また術後24時間程度ドレーンを閉鎖することにより気
胸の発生は容易に予防できることがわかった．
7）食道癌の放射線治療効果に関与する
因子
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食道癌の放射線単独治療例75例のうち，治療中死亡
例7例と効果判定不明例2例を除いた66例について検
討した．効果判定は，localresponse によってCR,PR, 
:-JR K分類した．各例lζおいて病悩期聞を腫蕩の長さ
で割った値を腫蕩発育の速さを反映する新たなノマラメ
ーターとして採用し， その値が0.5以上のものを発育
の遅いフツレー プ， o.5以下のものを発育の速いグルー
プと分類したと乙ろ，発育の遅いグループの方が CR
Iζ導入しやすい傾向にあることが結論された．さらに
母集団を Spiraltype IC限って同様に検定を行ったと
ころ，向上の結果が有意な差をもって得られた．以上
より，発育の速さが放射線治療効果に関与する因子の
一つであることが示唆された．
